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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 29,988 5.2 2,100 63.5 2,166 58.0 1,334 61.9

2022年3月期第3四半期 28,500 △0.5 1,284 △31.4 1,371 △29.2 824 19.5

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　1,241百万円 （18.4％） 2022年3月期第3四半期　　1,048百万円 （31.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 64.17 ―

2022年3月期第3四半期 35.52 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 45,977 35,035 76.2

2022年3月期 46,827 34,620 73.9

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 35,035百万円 2022年3月期 34,620百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00

2023年3月期 ― 20.00 ―

2023年3月期（予想） 20.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 7.4 3,300 68.1 3,300 60.2 2,000 53.8 96.17

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料P.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会

計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料P.９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 20,900,000 株 2022年3月期 23,900,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 104,279 株 2022年3月期 3,107,001 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 20,794,644 株 2022年3月期3Q 23,203,159 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）　　　

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、ロシアのウクライナ侵攻による世界経済への影響、新型コロナウイルスの感染

拡大など、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資

料P.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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2018年度

第３四半期

2019年度

第３四半期

2020年度

第３四半期

2021年度

第３四半期

2022年度

第３四半期

売 上 高 26,403 29,713 28,647 28,500 29,988

営 業 利 益 1,204 2,214 1,873 1,284 2,100

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）当四半期における外部環境と当社の取り組み

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナの下で、各種政策の効果もあり、景気は持ち直し

の動きが見られます。一方で、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、物価上昇、供給面での制約、金融・為替市場

の変動等の影響や、中国における感染動向などが世界経済のリスク要因として継続しています。そのような中でも、

情報サービス業界においては日銀短観でみられるように企業のソフトウェア投資額はデジタル化などの長期的な課題

へ取り組む姿勢がみられることから、短期的なマクロ経済動向に左右されずに底堅く推移しています。

このような環境下、当社では、お客様のＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）推進のためのソリューショ

ンの開発やマーケティング・営業活動など各種取り組みを強化するとともに、2025年度末までに予定されている自治

体システム標準化に向けた組織・体制面の整備を進めてまいりました。

人的資本の面では、2016年よりＩＴ人材育成の指標として導入活用している「ｉＣＤ（ｉコンピテンシ ディクショ

ナリ）」についての取り組みと成果が評価され、2022年４月に「ｉＣＤ活用企業認証制度※」のＧｏｌｄ（シングル

スター）に認証されるなど、人材育成施策に着実に取り組んでまいりました。

また、業務資本提携先である株式会社三菱総合研究所グループや他企業とのアライアンスを推進し、かねてより販

売中のＡＩを活用した自治体向けソリューションの拡販、自治体職員のＤＸスキル向上のための教育支援サービスの

提供など、ＤＸ分野での各種提案、実証実験などにも注力してまいりました。今後とも、自治体ＤＸ推進を起点に、

自治体から地域、民間分野における顧客のＤＸ化を強力に支援してまいります。

さらに、2023年４月にグループ内再編を行い、顧客へのＤＸソリューションの拡充と、運用ビジネスの効率化など

を図ってまいります。

※ｉＣＤ活用企業認証制度：ｉＣＤの普及促進を目的としてスキル標準ユーザー協会が主催する制度。ｉＣＤ活用

のレベルや成果の大きさに応じて６段階の認証レベルが用意されており、ＧｏｌｄはｉＣＤを活用し具体的な成果が

出ている企業が認証されます。

（２）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の売上高は299億88百万円と前年同期比5.2％の増収となりました（下表 [過去５年度の

第３四半期連結累計期間の連結売上高・営業利益の推移]および[業種別連結売上高]をご参照ください）。公共分野に

つきましては、新型コロナワクチン接種に関わるＢＰＯ案件および福祉システム新規開発案件などにより、118億９百

万円（前年同期比1.5％増）となりました。金融分野につきましては、生保システム開発案件の縮小などにより81億20

百万円（同1.6％減）となりました。産業分野につきましては、小売業などのＩＴ投資需要の回復に伴い60億97百万円

（同22.7％増）となりました。また、グループ会社（[業種別連結売上高]「その他」に計上）につきましては、クラ

ウドサービス案件が好調に推移したことなどにより39億60百万円（同8.6％増）となりました。

損益面においては、公共・産業分野を中心とした増収効果により、営業利益は21億円（前年同期比63.5％増）、経

常利益は21億66百万円（同58.0％増）となりました。この結果、13億34百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益

（同61.9％増）となりました。

[過去５年度の第３四半期連結累計期間の連結売上高・営業利益の推移]                       （単位：百万円）
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区分＼期別

前第３四半期連結

累計期間

当第３四半期連結

累計期間
対前年同期

増減率

金額 構成比 金額 構成比

公　　　　　共 11,632 40.8％ 11,809 39.4％ 1.5％

金　　　　　融 8,252 29.0％ 8,120 27.1％ △1.6％

産　　　　　業 4,967 17.4％ 6,097 20.3％ 22.7％

そ　　の　　他 3,647 12.8％ 3,960 13.2％ 8.6％

合　　　　　計 28,500 100.0％ 29,988 100.0％ 5.2％

区分＼期別

前第３四半期連結

累計期間

当第３四半期連結

累計期間
対前年同期

増減率
金額 構成比 金額 構成比

シ ス テ ム 開 発 10,904 38.2％ 11,474 38.3％ 5.2％

運 用 10,111 35.5％ 11,251 37.5％ 11.3％

シ ス テ ム 保 守 3,662 12.9％ 3,566 11.9％ △2.6％

情 報 機 器 販 売 627 2.2％ 666 2.2％ 6.3％

そ の 他 3,195 11.2％ 3,029 10.1％ △5.2％

合　　　　　計 28,500 100.0％ 29,988 100.0％ 5.2％

[業種別連結売上高] 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

[商品・サービス別連結売上高] 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年４月28日に公表した連結業績予想及び配当予想に変更はありません。

（将来予測情報に関する注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は、ロシアのウクライナ侵攻による世界経済への影響、新型コロナウイルスの感染拡大など、様々な要因により大き

く異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,945 9,914

受取手形、売掛金及び契約資産 9,323 8,797

有価証券 2,300 2,300

仕掛品 210 606

原材料及び貯蔵品 78 50

前払費用 436 447

その他 41 68

貸倒引当金 △13 △12

流動資産合計 22,323 22,172

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,630 3,637

減価償却累計額 △3,003 △3,152

建物及び構築物（純額） 626 484

工具、器具及び備品 4,676 4,864

減価償却累計額 △3,427 △3,687

工具、器具及び備品（純額） 1,248 1,177

土地 3 3

有形固定資産合計 1,878 1,664

無形固定資産

ソフトウエア 2,656 2,322

その他 24 24

無形固定資産合計 2,680 2,347

投資その他の資産

投資有価証券 13,586 13,257

長期前払費用 750 671

繰延税金資産 4,493 4,537

その他 1,114 1,326

投資その他の資産合計 19,945 19,793

固定資産合計 24,504 23,804

資産合計 46,827 45,977

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,153 1,630

未払費用 1,170 1,014

未払法人税等 593 438

未払消費税等 135 192

前受金 284 282

賞与引当金 1,047 447

役員賞与引当金 66 50

受注損失引当金 137 115

その他 527 924

流動負債合計 6,117 5,096

固定負債

役員退職慰労引当金 112 102

退職給付に係る負債 5,690 5,456

資産除去債務 267 269

その他 19 16

固定負債合計 6,089 5,845

負債合計 12,207 10,942

純資産の部

株主資本

資本金 15,000 15,000

資本剰余金 14,592 10,100

利益剰余金 9,973 10,476

自己株式 △4,651 △155

株主資本合計 34,913 35,421

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 32 △172

退職給付に係る調整累計額 △326 △214

その他の包括利益累計額合計 △293 △386

純資産合計 34,620 35,035

負債純資産合計 46,827 45,977
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 28,500 29,988

売上原価 22,495 23,273

売上総利益 6,005 6,714

販売費及び一般管理費 4,721 4,614

営業利益 1,284 2,100

営業外収益

受取利息 42 38

受取配当金 11 11

保険配当金 21 6

その他 27 13

営業外収益合計 102 69

営業外費用

支払利息 0 0

自己株式取得費用 12 －

その他 3 2

営業外費用合計 15 2

経常利益 1,371 2,166

特別利益

特別利益合計 － －

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券売却損 7 －

減損損失 5 99

解約違約金 52 －

特別損失合計 66 99

税金等調整前四半期純利益 1,304 2,067

法人税等 480 732

四半期純利益 824 1,334

親会社株主に帰属する四半期純利益 824 1,334

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益 824 1,334

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 112 △205

退職給付に係る調整額 112 112

その他の包括利益合計 224 △92

四半期包括利益 1,048 1,241

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,048 1,241

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 7 -

株式会社アイネス（9742）2023年３月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,304 2,067

減価償却費 1,923 1,432

減損損失 5 99

賞与引当金の増減額（△は減少） △665 △599

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △16

受注損失引当金の増減額（△は減少） △122 △22

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △20 △9

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △121 △72

固定資産除却損 0 0

投資有価証券売却損益（△は益） 7 －

解約違約金 52 －

売上債権の増減額（△は増加） 4,090 522

棚卸資産の増減額（△は増加） △239 △367

その他の資産の増減額（△は増加） 17 △32

仕入債務の増減額（△は減少） △795 △509

その他の負債の増減額（△は減少） 291 292

その他 △10 △60

小計 5,700 2,722

解約違約金の支払額 △52 －

法人税等の還付額 567 12

法人税等の支払額 △285 △819

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,930 1,915

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） － 0

有形固定資産の取得による支出 △557 △368

無形固定資産の取得による支出 △685 △407

長期前払費用の取得による支出 △89 △143

投資有価証券の取得による支出 △12 △2

投資有価証券の売却による収入 292 －

敷金及び保証金の差入による支出 △57 △271

敷金及び保証金の回収による収入 105 55

資産除去債務の履行による支出 △4 △1

その他 21 13

投資活動によるキャッシュ・フロー △987 △1,125

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △14 △12

自己株式取得のための預託金の増減額（△は増

加）
△1,944 －

自己株式の取得による支出 △3,065 △1

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △1,027 △807

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,052 △821

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,109 △31

現金及び現金同等物の期首残高 10,368 9,731

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,258 9,700

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

１．剰余金の配当

当社は、前期期末配当に関し、2022年６月24日開催の定時株主総会において、次のとおり決議しました。

（１）株式の種類・・・・・・・・普通株式

（２）配当金の総額・・・・・・・415百万円

（３）１株当たりの配当額・・・・20円

（４）基準日・・・・・・・・・・2022年３月31日

（５）効力発生日・・・・・・・・2022年６月27日

（６）配当の原資・・・・・・・・利益剰余金

当社は、当期中間配当に関し、2022年10月31日開催の取締役会において、次のとおり決議しました。

（１）株式の種類・・・・・・・・普通株式

（２）配当金の総額・・・・・・・415百万円

（３）１株当たりの配当額・・・・20円

（４）基準日・・・・・・・・・・2022年９月30日

（５）効力発生日・・・・・・・・2022年12月５日

（６）配当の原資・・・・・・・・利益剰余金

２．自己株式の消却

当社は、2022年３月29日開催の取締役会決議に基づき、2022年４月５日付で、自己株式3,000,000株の消却を

実施しました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金及び自己株式がそれぞれ4,491百万円

減少し、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が10,100百万円、自己株式が155百万円となっており

ます。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これにより、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

以上
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